
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 「全国学力・学習状況調査」結果概要について 
  

年の瀬も押し迫り、寒さが厳しくなってまいりましたが、皆様にはますますご健勝のこととお慶

び申し上げます。また、日頃より本校の教育活動にご支援・ご協力をいただき感謝申し上げます。 

 さて、３年生を対象とした「全国学力・学習状況調査」が４月 17日（木）に実施（理科は 15日

（火）にオンラインで実施）され、過日、結果の個人票を配布いたしました。以下に、学校全体の

結果や生徒の傾向、概要を示します。 

 

 

 

国語 ○全国平均と比べ、「同様」です。                         
 

内容別正答率 成果と課題 

  
・正答率が高い問題 

「文脈に即して漢字を正しく使うことができる」かど

うかをみる設問や、「書く内容の中心が明確になるよう

に、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開を考え

ることができる」かどうかをみる設問は、よくできていま

した。 

 

・正答率が低い問題 

 「自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確に

して書くことができる」かどうかをみる設問や、「事象や

行為を表す語彙について理解している」かどうかをみる

設問に課題が見られました。 

 

 

○正答率が高い問題 

 

江別第一中学校 学校だより 

純誠 
教育目標 

・自ら進んで学び未来を創造する生徒 

・豊かな心を持ち互いに協力して 

生活を高める生徒 

・強い意志と体力を持ち、 

進んで努力する生徒 
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○正答率が低い問題 

○国語における今後の指導や改善策 

文章を書く際に、根拠を明確に示す指導を強化し、理由付けの型を用いて考えを筋道立てて表現で

きるようにしていきます。また、事象や行為を表す語彙については、分類したり実際の文で使ったり

する活動を取り入れ、語彙の確実な定着を図ります。 

 

 

数学 ○全国平均と比べ、「同様」です。                        
 

内容別正答率 成果と課題 

 ・正答率が高い問題 

「数量を文字を用いた式で表すことができる」かどうかをみる

設問や、「事象に即してグラフから必要な情報を読み取ること

ができる」かどうかをみる設問は、よくできていました。 

 

・正答率が低い問題 

 「多角形の外角の意味を理解しているか」かどうかをみる設問

や、「証明を振り返り、証明された事柄を基にして、新たにわ

かる辺や角についての関係を見い出すことができる」かどうか

をみる設問に課題が見られました。 

 

○正答率が高い問題 

 

○正答率が低い問題 

 

○数学における今後の指導や改善策 

多角形の外角の意味を図や操作活動を通して確実に理解させるとともに、証明問題では証明後にど

の関係が新たに導けるかを整理する練習を取り入れて、論理的に考える力を育てていきます。また、

根拠となる性質を選び取る活動を重ねることで、証明を活用する力の定着を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［条件］【工夫】A、Bをどちらか選び、それと結びつく【感想の一部】選んで、小学校６年生へ伝える文を書く。 

設問２ 

  

 

 

設問３ 

 

 

 

 

 

 

 



理科 ○全国平均と比べ、「上回って」います。                  
（比較の仕方が国語・数学とは異なっています） 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ＩＲＴスコア：IRT に基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500 を基準にした得点で表すもの 

・パーセンタイル：データ全体を小さい順に並べたときに、ある値が下から数えて何%の位置に相当するかを表す数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○理科における今後の指導や改善策 

 原子・分子の構造や性質を再確認する学習を取り入れて、知識の定着を図ります。またいろいろな実

験を例に、「なぜそうなるのか」を言語化するトレーニングを行なっていきます。 

 

・正答率が高い問題  【設問１（５）】 

                               

                      

                      

「元素を記号で表すことに関する知識及び技

能が身についている」かどうかをみる設問

がよくできていました。           

 

・正答率が低い問題  【設問３】 

 

 

「実験の結果を分析して解釈し、化学

変化を原子や分子のモデルで表すこ

とができる」かどうかをみる設問に

課題が見られました。 



生徒質問紙                                                   
～学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査～ 

○肯定的な回答が全国平均より高い項目 

・学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気づいたりす

ることができている 

 
・将来の夢や目標をもっている 

・１，２年生の時に受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT機器をほぼ毎日利用している 

 

 

○肯定的な回答が全国平均より低い項目 

・学校の授業時間以外に、普段、勉強時間が１日当たり１時間より多い 

 
・自分にはよいところがあると思っている 

・困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる 

  

○改善に向けた今後の主な取組 

 ・生徒一人ひとりの学習の定着状況に応じて、家庭学習課題の内容や量を工夫し、必要に応じて補充

的な学習や個別支援を行います。教職員全体で共通理解を図り、指導の質を高めていきます。家庭

学習ノートの活用や確認を徹底していきます。 

・生徒が日常的に安心して過ごせるよう、落ち着いた学校生活の取組（朝読書、３分前着席など）を

継続し、信頼関係の構築を重視します。学級担任だけでなく、学年団・養護教諭・カウンセラー・

管理職など複数の大人が関わる体制を明示し、生徒が相談しやすい雰囲気をつくり、心理的安全性

の高い学校環境を整備していきます。 

 

 

 

この調査は、生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証してその改善を図

るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てること、さらにそ

のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立することを目的としております。

調査結果が、学力全体を特定するものではなく、学校における教育活動の一側面であることをご承知お

き下さい。 


